
京
き

ょ

う

野の

秀ひ

で

夫お

(

78
歳
・
楢
山)

ひ
と
こ
と
…
囲
碁
は
集
中
力
や

洞
察
力
を
鍛
え
る
の
で
、
子
ど

も
や
お
年
寄
り
に
ぜ
ひ
や
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
も
仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
囲

碁
の
普
及
に
努
め
た
い
で
す
。

功
績

日
本
棋
院
秋
田
県
支
部
の

幹
事
長
と
し
て
、
県
の
碁
界
を
け

ん
引
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
54
年

に
は
秋
田
囲
碁
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
こ
ど
も
教
室
の
実
施
や
女
流

棋
士
の
育
成
な
ど
に
も
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
囲
碁
の
観
戦
記
者
と

し
て
解
説
を
行
う
な
ど
囲
碁
文
化

の
振
興
に
寄
与
し
ま
し
た
。

さ
ん

秋
田
市
文
化
章

文
化
功
績
章

秋
田
市
文
化
章
は
市
の
文
化
振
興
に
大
き
く

貢
献
し
た
か
た
に
、
ま
た
、
文
化
功
績
章
は
市

の
文
化
行
政
に
大
き
く
貢
献
し
た
か
た
に
贈
ら

れ
ま
す
。
表
彰
式
は
11
月
２
日
(月)
午
後
４
時
か

ら
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

文
化
振
興
室
☎(

８
６
６)

２
２
４
６

文
化
章
・
社
会
文
化

ひ
と
こ
と
…
受
章
は
多
く
の
先
人

に
支
え
ら
れ
活
動
を
続
け
て
き
た

お
か
げ
で
す
。
今
後
も
勝
平
神
社

地
口
絵
灯
ろ
う
祭
り
な
ど
地
域
文

化
を
守
る
た
め
、
地
域
の
和
を
大

事
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

功
績

秋
田
大
学
で
作
曲
を
中
心

に
活
動
。「
市
民
の
た
め
の
交
響
曲

第
１
番
・
第
２
番
」
を
作
曲
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
ト
リ
オ
ン
室
内

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
音
楽
監
督
と
し
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
音
楽
活
動
を
展

開
し
、
市
の
音
楽
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

四し

反た

ん

田だ

素
幸

も

と

ゆ

き

(

57
歳
・
泉)
神か

み

尾お

忠た

だ

雄お

(

74
歳
・
保
戸
野)

ひ
と
こ
と
…
秋
田
大
学
で
は
充
実

し
た
作
曲
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
日
本
の
作
曲
家
を
広
く

紹
介
し
た
り
、
若
者
が
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
企
画

を
考
え
た
り
し
た
い
で
す
。

功
績

絵
画
団
体「
素
心
会
」代
表

と
し
て
展
覧
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
写
真
展
、
美
術
展
な
ど
に

よ
る
日
韓
の
文
化
交
流
を
推
進
し

ま
し
た
。

ま
た
、
保
戸
野
鉄
砲
町
の
「
勝

平
神
社
地
口
絵
灯
ろ
う
祭
り
」
を

復
活
さ
せ
る
な
ど
地
域
の
文
化
活

動
に
も
寄
与
し
ま
し
た
。

さ
ん

ひ
と
こ
と
…
駅
前
で
生
ま
れ
、
明

治
生
ま
れ
の
祖
父
母
に
育
て
ら
れ

た
私
の
中
の
秋
田
は
不
滅
で
す
。

秋
田
を
愛
し
た
祖
父
母
へ
の
恩
を

果
た
す
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
秋
田
を
想
い
続
け
た
い
で
す
。

功
績

秋
田
弁
で
の
芝
居
「
貞
子

秋
田
お
ば
こ
物
語
」、
一
人
芝
居

「
足
の
裏
の
神
様
」
な
ど
、
女
優
と

し
て
多
彩
な
活
動
を
行
う
一
方
、

「
秋
田
の
応
援
団
文
化
会
議
」
発
起

人
と
し
て
秋
田
を
応
援
。
市
制
100

周
年
式
典
で
は
解
説
者
と
し
て
、

市
制
120
周
年
式
典
で
は
作
品
朗
読

で
式
典
成
功
に
貢
献
し
ま
し
た
。

浅あ

さ

利り

香
津
代

か

ず

よ

(

本
名：

浅
利
和
子
65
歳
・
東
京
都)

文
化
章
・
社
会
文
化

第
20
回
市
民
が
選
ぶ

都
市
景
観
賞

応
募
が
あ
っ
た
32
施
設
の
中
か
ら
、

左
の
２
施
設
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
☎(

８
６
６)

２
１
５
２

都
市
計
画
変
更
案
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催

秋
田
都
市
計
画
中
通
一
丁
目
地
区

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
都
市

計
画
変
更
案
に
関
す
る
説
明
会
で
す
。

参
加
希
望
の
か
た
は
、
直
接
会
場
へ

ど
う
ぞ
。
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課

へ
。
☎(

８
６
６)

２
１
５
２

日
時
／
10
月
29
日
(木)
午
後
６
時
30
分
〜

会
場
／
サ
ン
パ
ル
秋
田
大
会
議
室

秋田駅西口前広場バス乗り場
(中通二丁目)

秋田県ゆとり生活創造センター
「遊学舎」上北手荒巻

さ
ん

さ
ん

文
化
功
績
章

文
化
章
・
音
楽

120周年記念式典での朗読

受賞おめでとう！

平成21年度
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市制120周年記念市民企画イベント

広報あきた 平成21年10月16日号05

秋秋だだしし、、ああききたた市市

みなさんからお寄せいただいたオリジナ
ルレシピの中から、当日、丼ぶりを食べた
来場者の投票により「120周年記念丼ぶり」
を決定します。JA新あき
た提供の新米で作る愛情
たっぷりの丼ぶりを食べ
比べて、実りの秋を堪能
しよう！

★手紙
～未来へ続く絆～

市内の小学生などが、大切な
人にあてて書いた「絆」がテー
マの手紙を展示します。ふだん
声に出せない大切な気持ちを綴
った手紙をご覧ください。

★水上火振りかまくら

五穀豊穣を願う伝統行事「火振りかま
くら」を千秋公園お堀の水上特設ステー
ジで行います。披露してくれるのは仁井
田地区振興会と仙北市観光課のみなさん。
水面に映る美しい炎をご覧ください。飛
び入り体験も歓迎！　名人の指導で、あ
なたも伝統の継承者になりませんか？

★まちかどパフォーマー

★幸せいっぱい！腹一杯！
「秋田丼ぶり感情」

家族・地域の絆づくり
キャラクター「テッテ」

10月31日(土)、千秋公園周辺で開催！

大道芸やダンスなどのパフォーマーが盛り上げ
ます。日ごろの活動の成果をとくとご覧あれ！

火振りかまくら
(写真は仁井田)

午前11時～午後６時

午後５時～６時

午前11時～午後６時

午前11時～午後２時

千秋公園お堀の特設ステージ

千秋公園ポケットパーク、婦人会館跡地

広小路お堀沿いの歩道

婦人会館跡地

「秋だし、あきた市」は、市内在住の20代の市民のみなさんで構成される
秋田市制120周年記念事業実行委員会運営部会で企画しています。

元
気

い
っ
ぱ
い

め
っ
た
に

見
ら
れ
な
い

「牛肉麺」講習会
中国蘭州市から蘭州調理協会副会長の梁

リャン

順倹
シュンジエン

さんを
招き、蘭州名物「牛肉麺」の調理体験と試食。牛肉麺は牛

骨スープで作るあっさり味のラーメンです。時間は午前10時～
午後１時。参加費500円。先着各20人(南部公民館のみ18人)。
申し込みは、10月19日(月)午前８時30分から各公民館へ。

中国蘭州市文化交流事業

問い合わせ 企画調整課☎(866)2033

伝
え
た
い

こ
の
想
い

し

問い合わせ 企画調整課☎(866)2032

梁
順
倹
さ
ん

み
ん
な
で

選
ぼ
う
！


